
Ⅲ　　特定周波数終了対策業務特別会計
Ⅲー１　　貸　借　対　照　表

平成２３年３月３１日現在
（単位：円）

科　　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　　現金預金 0 935 △ 935
　　流動資産合計 0 935 △ 935
　２　固定資産
　　　　特定資産
　　　　　退職給付引当資産 0 709 △ 709
　　　固定資産合計 0 709 △ 709
　　資産合計 0 1,644 △ 1,644
Ⅱ　負債の部
　１　流動負債 0 0 0
　　　流動負債合計 0 0 0
　２　固定負債
　　　　退職給付引当金 0 709 △ 709
　　　固定負債合計 0 709 △ 709
　　負債合計 0 709 △ 709
Ⅲ　正味財産の部
　１　指定正味財産 0 0 0
　　　指定正味財産合計 0 0 0
　２　一般正味財産 0 935 △ 935
　　　（うち特定資産への充当額） (0) (0) (0)
　　正味財産合計 0 935 △ 935
　　負債及び正味財産合計 0 1,644 △ 1,644



　Ⅲ－２　 正　味　財　産　増　減　計　算　書 
（平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで）

（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部
1 経常増減の部

　 （1）　経常収益
①雑収益 0 11 △ 11
 　受取利息 0 11 △ 11

経常収益計　　　(A) 0 11 △ 11
（2）　経常費用

①管理費 935 0 935
 　 雑費 935 0 935

経常費用計      　(C) 935 0 935
当期経常増減額　  (A)-(C) △ 935 11 △ 946

2 経常外増減の部
　 （1）　経常外収益

①特定周波数終了対策業務特別
　会計閉鎖による振替額 709 0
　　退職給付引当金振替額 709 0 709

経常外収益計　　　(A) 709 0 709
（2）　経常外費用

①特定周波数終了対策業務特別
　会計閉鎖による振替額 709 0
　　退職給付引当資産振替額 709 0 709

経常外費用計      　(C) 709 0 709
当期経常外増減額　  (A)-(C) 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 935 11 △ 946
一般正味財産期首残高 935 924 11

当年度 前年度 増　減　科　　　　　　　目 備　　考

一般正味財産期首残高 935 924 11
一般正味財産期末残高 0 935 △ 935

Ⅱ 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 0 935 △ 935



 Ⅲー３　財務諸表に対する注記 

特定周波数終了対策業務特別会計は平成23年3月末日をもって閉鎖した。

1 重要な会計方針
（1）　引当金の計上基準
　　　 退職給付引当金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥当期末における自己都合要支給額に基づいて計上している。
（2）　消費税の会計処理について
　　　 消費税等の会計処理は税込方式によっている。

2 特定資産の増減額及びその残高 （単位：円）
科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 退職給付引当資産 709 0 709 0
合　　計 709 0 709 0

3 閉鎖した特定周波数終了対策業務特別会計の資産及び負債
　一般会計に移行し閉鎖した特定周波数終了対策業務特別会計の資産及び負債の内訳は、次の
とおりである。

（単位：円）
科　　目 移行額

特定資産
 退職給付引当資産 709

資産合計 709
固定負債
 退職給付引当金 709

負債合計 709



Ⅲ－４　　　財　　　　産　　　　目　　　　録
平成２３年３月３１日現在

　特定周波数終了対策業務特別会計は平成23年3月末日をもって閉鎖したため、記載すべき事項は
ありません。
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